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３－① ＧＴＦＳデータ

国土交通省が、「標準的なバス情報フォーマット（ＧＴＦＳ）」を策定

標準的なバスフォーマット

【１】ＧＴＦＳ－ＪＰ（静的情報） : 時刻表、運行経路情報など

⇒ 手元の情報だけで、“ 簡単に ” 作ることができる

（各種の作成ツールがインターネット上で公開中）

【２】ＧＴＦＳ－ＲＴ（動的情報） : 位置情報、遅延情報など

⇒ バスロケーションシステムが必要

15:10
通過予定

15:25
通過予定

現在地
15:30

【２】ＧＴＦＳ-ＲＴ

【１】ＧＴＦＳ-ＪＰ
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３－② 作成から公開、そして更新

（１）作業のイメージ

作成ツールの入手

運行データ入力

公開データの出力

データチェック ホームページへの掲載

情報提供

運行の変更

一度作ってしまえば、
あとは時点修正を重ねていくだけ

きちんと後任に引き継ぐことが肝心
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３－② 作成から公開、そして更新

（２）作成ツールの入手

国土交通省ホームページを参考に、作成ツールを選択

「経路検索の充実とバスロケデータの利活用 ～標準的なバス情報フォーマットの拡充～」

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000067.html

【 板橋区での採用】

『標準的なバス情報フォーマット出力ツール（西沢ツール）』

提供者:東京大学空間情報科学研究センター西沢明先生

ＵＲＬ:https://home.csis.u-tokyo.ac.jp/~nishizawa/gtfs/

⇒ マイクロソフト「エクセル」で作業できるツール。

作業手順書も丁寧に作られてあり、難しいこともなく

作成を完了させられる。
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３－② 作成から公開、そして更新

（３）運行データ入力・公開データの出力

路線名・事業者名、バス停位置情報、時刻表、運賃、運行日などを、シート別に入力

入力完了後、公開データ作成ボタンを押下し、公開データを出力

※「標準的なバス情報フォーマット出力ツール（西沢ツール）」における板橋区での入力作業画面
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３－② 作成から公開、そして更新

（４）データのチェック、ホームページへの掲載、情報提供

●データのチェック
ホームページ上でチェックを行える

ものや、検証ツールなどが、数多く、
無償で提供されている。
これらを使用して、エラーや誤表示

がないかを確認する。

●ホームページへの掲載、情報提供
オープンデータ（行政が保有する公

共データを民間開放するもの）として、
自治体ホームページへ掲載する。

●情報提供
経路検索事業者などへ、順次、情報

提供していく。

※板橋区ホームページより
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（５）運行時刻変更などを随時反映させて、常に最新のデータ公開へ

●経路検索は、“正確であること”が最も大切

⇒ 変更や修正は、その都度、データに反映させること

●一度作成したデータにも、有効期限がある

⇒ 『 提供終了日 』という項目に注意。この日までに新たなデータの公開が不可欠

●人事異動があっても、更新し続ける体制の構築

３－② 作成から公開、そして更新

※「標準的なバス情報フォーマット出力ツール（西沢ツール）」における板橋区での入力作業画面
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● 公開している情報

ＧＴＦＳ－ＪＰ（静的情報） 運行時刻、バス停位置情報、運賃など

⇒ 実際のバスの走行ルートを地図上に表示させるための「線形データ」の作成を
先送りしている

⇒ バスは遅延が発生しやすいため、ＧＴＦＳ－ＲＴ（動的情報）が公開できれば
格段に利便性が向上する

● 情報提供

区ホームページで、オープンデータとしての掲載のみ

⇒ 既に、ほとんどの経路検索サービスで、区のコミュニティバスが検索可能

⇒ Ｇｏｏｇｌｅ Ｍａｐｓアプリでは、現在、表示できない

● 作成・公開を行って得られたもの

情報化技術が生活の質を向上させるという、まさにＤＸそのものを体感

数多くのＷｅｂサービス・アプリを使い、ユーザビリティの大切さを強く意識するように

４－① 現在の公開情報と課題
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【ＧＴＦＳ関係】

●「線形データ」を含めた、完全な形のＧＴＦＳ－ＪＰ（静的情報）への更新

●さらなる情報提供は、コミュニティバスを運行するバス事業者と連携し、今後更新を予定する

新バスロケーションシステムのサービス内容に合わせて検討

【交通政策全般】

●デジタル媒体を活用した「公共交通の利用促進」の取組み

●アナログの良さ、デジタルの便利さを上手に取り込んだ、公共交通の利用環境づくり

４－② 今後の取組み


